
 2 学期 始まる !  ～ 行事目白押しの2学期 ～  

 長く、そして暑い日の続いた夏休みが終わり、学校に子どもたちの元

気な声が帰ってきました。休み中、子どもさんは計画的に勉強したり、

規則正しい生活をしたりすることができたでしょうか。 

 さて、いよいよ2学期がスタートしました。2学期は、学習するに

も運動するにも適した季節なので、たくさんの行事があります。9月

には5年生の自然教室や6年生の修学旅行。10月には、6年生の陸

上記録会。11月には、全校児童による学習発表会と4年生の連合音 

楽会などがあり、行事目白押しです。 

 これらの行事を通して、友達と協力して活動することの価値を見出

したり、お互いの良さを発見しあったりして、集団で活動することの意

義を学び取ってくれることを願っています。 
 

 １０／１８（金）  高須中校区三校の研究発表会  

10 月 18日（金）に、高須中学校区の三校で取り組む「北九州市対

人スキルアッププログラム研究指定校研究発表会」を実施します。これ

は、高須中学校区三校の課題について、小学校と中学校の教職員が共通

理解しながら、９年間を見通した取り組みの中で解決していこうとい

うものです。今年度は、その研究の２年目です。研究発表会では、各学

年一学級の公開授業と本校で３校合同の講演会を行い、全市から先生

方が来られて研修を行います。この発表会をステップにして、子どもた

ちの対人スキルアップを図るとともに、三校の研究をさらに深めたい

と思っています。本研究会は、学習参観ではありませんが、保護者の皆

様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

  

北九州市立青葉小学校                  ≪学校だより９月号≫ 

 

 

 

北九州市若松区青葉台西3丁目１番１号（℡ ７４１－５５１１） 

平成 25年９月５日 発行責任  校長 藤井 英貴  

 
◇ ロシナンテス 川原尚行さん講演会 

（４・５・６年生） 
 9 月 3日（火）にNPO 法人「ロシナンテス」の川原尚行

さんの講演会を行いました。4・5・6年生277名と保護者、

地域の方約 120 名。合わせて 400 名に対して、約 80 分

間、8 年間にわたって支援を続けられているスーダンでの活

動の様子や東日本大震災で被害を受けた東北での支援の様

子、そして川原さんがそれらの活動を通して考えられている

ことを熱く語っていただきました。 

 現地の様子をスライドで説明しながらのお話だったので、

子どもたちもスーダン国内の様子や川原さんをはじめとする

ロシナンテスの活動の様子を具体的にイメージしながら聞く

ことができました。講演終了後には、子どもたちの質問にも

答えてくださり、あっという間の80分でした。 

 

 

 

  

 

 

 
 

＜子どもの感想から＞  

◇９月の行事予定 

日 曜 行 事 名 等 

2 月 始業式 

3 火 川原尚行さん講演会④⑤⑥ 

給食開始、自然教室説明会⑤ 

4 水 発育測定⑥ 

5 木 
夏休み作品展     PTA 役員会 18:30～ 
天文学習④、発育測定⑤   理事会 19:00～ 

6 金 夏休み作品展、発育測定④ 

7 土  

8 日 
 

9 月 規範教育⑤⑥、発育測定③ 

修学旅行説明会⑥ 

10 火 委員会活動、発育測定① 

11 水 発育測定② 

12 木 読み聞かせ①②，自然教室⑤ 

消防士さんと一緒④ 

13 金 自然教室⑤ 

14 土 若松区子どもの研究作品展（青葉小体育館） 

15 日  

16 月 海の日 

17 火  

18 水 代表委員会 

19 木 読み聞かせ⑤⑥、スクールカウンセラー14:時～ 

20 金 親子レク① 

21 土  

22 日  

23 月 秋分の日 

24 火 避難訓練、クラブ活動 

25 水  

26 木 修学旅行⑥、読み聞かせ③④ 

27 金 修学旅行⑥ 

28 土  

29 日  

30 月 観劇会、委員会活動 

 

◇１０月の主な行事◇ 

１０月５日（土）…土曜日授業（ウォークラリー集会） 

１１日（金）…陸上記録会（６年生） 

１８日（金）…高須中校区三校合同研究発表会 

☆ 今回の講演会は、PTA

会長をはじめとする役員

の皆様、家庭教育学級を

主宰する文教委員会の皆

様のおかげで実現しまし

た。ありがとうございま

した。 

 

☆ 若松子どもの研究作品展 9月 14日（土）10時～16時 

於 青葉小学校 体育館   

☆ 若松区学童理科作品展  9 月 14日（土）10時～16時 

                  於 小石小学校 体育館 

☆ 若松区毛筆書写展  9月 7日（土）～16日（月） 

 於 若松イオンショッピングセンター ２階フードコート 

＜若松区の作品展＞ 

○ 今日の学習で学んだことは、みんなで協力すれば少しずつだけ

どできるということと、私たちの周りには普通に生活できなかっ

たり、内戦が続いたりしている国もあるから、私たちができる小

さなことから始めていこうと思いました。 

○ スーダンは豊かな国ではないけど、日本には無い何かがあると

いうことがわかりました。今回の話を聞いて、小さなことでも感

謝することが大切だなと深く思いました。 

○ スーダンのみんなが、東北のために残りわずかのお金を出し合

って川原さんに渡しました。スーダンのみんなには思いやりがあ

ると思います。だから、川原さんは「スーダンには光がある。」と

語ったのだと思います。 

○ スーダンの人たちがくれたお金は、その中につまっている気持

が大きい、本当に価値のつけられないお金だと思いました。 

○ ほしいものが手に入らなかったら八つ当たりしていないか、い

じけたりしていないか。スーダンの人々は助け合って生活してい

るのに、私はこんなことでいじけていては全然だめだと、恥ずか

しくなってきました。 

○ 東北のゆりあげ小学校とスーダンの子どもたちが一緒に運動

会をしているのを見たとき、笑顔の人がたくさんいて自分もうれ

しかったです。 

○ 「言葉のかべをこえる」という言葉が印象的でした。「伝える・

聞く」という気持ちがお互いあれば、通じることができると川原

さんはおっしゃられました。 


